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■セラコートはタフか？
本誌6月号で、謎のプライベート・

セキュリティ・コントラクター（略して
謎コン）スタイルへと変貌を遂げた
ちょいサバオヤジこと小堀ダイスケ。
実はここ最近、自分の所持するモ

デルガン、タニオコバGM-7ベースの
B.W.C.キンバータクティカル2の表面
処理についてずっと悩んでいた。
組み立てキットだったという事もあ

り、全体的にHW樹脂特有のナマナ
マしさが残っていて、表面処理を施し
たくても、市販のスプレー塗料ではう
まく仕上げる自信がなかったのだ。
そんな中、最近色々なところで耳

にするようになったのが「セラコート」
だ。米軍が採用し、実銃メーカーも
続 と々自社製品の表面処理に指定し
ているコーティングである。有名なと
ころではコルトやSTIなどのハンドガ
ンから、レミントン、マクミラン、HS
プレシジョン、といったライフルまで、
今や実銃の世界ではスタンダードとな
りつつある。
実際、ボクのまわりでも、セラコー

ト加工の取り扱いを始める銃砲店が
出て来ているのだが、正直、ボクは
驚きを隠せない。
というのも、日本の銃砲店のお客

さんというのは銃に対して愛情のない
人も多く、（笑）ガンプロ読者の想像
を絶するような銃の取り扱いをする
場合もあるからだ。特にハンターの
場合、銃をぶつけたり引きずったりす
るのは言うに及ばず、手入れと称して
ブレーキクリーナーをバシャーッと吹
き付け、雑巾でゴシゴシやったりする
のは日常茶飯事だ。もちろん銃は道
具だし、ある意味それが当然だとも言
えるのだが、そういった扱い方が想定
される以上、生半可な耐久性ではク
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▲B.W.C.キンバータクティカル2のフレームとスライド。組み立てキットなので当然だが、HW
樹脂の表面がナマナマしく、少しキズもある状態だった。

▲セラコートをす
るとこうなる。入
念な下地仕上げ
をするそうで、キ
ズもすっかり消え
ている。キンバー
は「グラファイトブ
ラック」という色
にしてもらった。

▲

完成した状態。前
後サイトやハンマー、
セフティまわりの金
属パーツも全て同色
のセラコートだ。ホ
ルスターはブレード
テック・エクリプス
OWBホルスター。
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レームの嵐となるのがオチである。
米軍のミルスペックや実銃メーカー
がキビしいのは当然としても、日本
の銃砲店で扱われているという事実
は、セラコートの耐久性を語る上でも
重要だとボクは思うのだ。
ひとつ気になるのは、ポリマー系
樹脂製のトイガンにセラコートをした
場合、金属製の実銃と同じように高
い耐久性を保てるのだろうかというコ
トだ。そこでボクは、自分のキンバー
にセラコートをやってもらう事にした。
数週間後、出来上がって来たパー
ツの仕上がりは本当に素晴らしい物
だった。
HW樹脂、金属の区別なく均一に
コーティングされたキンバーの姿は、ま
さに実銃と見紛うばかりの出来ばえ
だったのだ。そんな時、松尾副編集長
より恐ろしい指示が下ったのである。
「小堀さん、キンバーのモデルガン、
セラコートしたんですよね。じゃ、ホ
ルスターからのドロウで耐久性テスト
をやりましょうよ。回数ですか？そう

ねえ、思いきって1,000回やっちゃい
ましょう！」
「ええ～っ！せ、1000回となー！う～
む…」
しかもテストには、実銃用のカイデッ

クス製ホルスターを使うという。松尾
副編からブレードテック・エクリプス
OWBホルスターを借りる事になった
が、実銃用の固いホルスターから
1,000回もドロウしてハゲないコーティ
ングなどあるのだろうか。
正直、そんな思いがボクの脳裏を

よぎったが、もはや挑戦するしかない。
今回、ただドロウするだけでは面白く
ないので同時に発火テストも行った。
注目したいのは、デトネーターに施さ
れたセラコートの耐久性だ。

キャップ火薬とはいえ、爆発の高
温高圧に直接さらされる部分がどうな
るかも見てみたい。
最後に、松尾副編がこんなコトを

言った。
「ボクも自分のマルイグロック17で
耐久テストをしますよ。最近セラコー
トをしたばかりのお気に入りなんです
が、小堀さんのモデルガンだけじゃ
かわいそうですからね」
さすがは松尾副編、他人に過酷な

テストをやらせるだけではなく、自分
もやるという。2人で挑戦するならヤ
ル気も増すというモノだ。赤信号、
みんなで渡れば怖くない！（古い？）
かくして、セラコートのガチ耐久性

テストが始まったのである。

▲松尾副編のマルイグロック17のスライドとアウターバレル。スライド
は肉抜き加工されているが、けっこう使い込んでいて、擦りキズも多い。

▲コート加工後。こちらは「アーマーブラック」という色でオーダーした。
同じブラックでも何種類もあるのがセラコートの特徴だ。

▲キンバーのデトネーターにもセラコートを
してもらった。左は加工前、右が加工後。

▲ホルスターはホフナーズ・ホルスターU3 ウルトラックス・ラッチ・ホルス
ター。国内では無名の製品で、松尾副編らしい普通っぽくないチョイスだ。

▲これから地獄のテストを待ち受ける2挺のハンドガンたち。心なしか
表情も重い（？）
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■怒濤の1,000回ドロウ！
結局、1,000回ドロウは3日間で終
える事が出来た。ちゃんとホルスター
を腰に着けて、ハンズアップからのダ
ブルハンドシュートである。こんな拳
銃修行は約30年ぶり、MGCのシュー
ターワンに明け暮れていた中学生時代
以来だ。そして肝心のセラコートだが、
結論から言うと、素晴らしい耐久性を
見せてくれた。詳細は写真とキャプ
ションをご覧頂きたいが、信じられな
いコトに、コーティングが剥がれた部
分は全くなかったのである。
キンバーのスライド上部や先端、セ

レーションのエッジ、トリガーガード側
面が光って見えるが、これは固いカイ
デックス製ホルスターと激しくこすれ
た結果、ツヤ消しの表面が潰れてピ
カピカになっただけで、コーティング
自体は全く剥がれていない。
くり返すようだが、本当に1,000回ド

ロウをやった結果である。正直言うと、
最初の内はホルスターから抜く時の
「ジャコッ！」という音がなんだか痛 し々
くて、ドロウするたびセラコートが剥
がれて行くような感じがして気が引け
たものだが、300回を越えたあたりか
らだんだん調子に乗って、ワザと強く

レーションのエッジ、トリガーガード側
面が光って見えるが、これは固いカイ
デックス製ホルスターと激しくこすれ
た結果、ツヤ消しの表面が潰れてピ
カピカになっただけで、コーティング
自体は全く剥がれていない。
くり返すようだが、本当に1,000回ド

ロウをやった結果である。正直言うと、
最初の内はホルスターから抜く時の
「ジャコッ！」という音がなんだか痛 し々
くて、ドロウするたびセラコートが剥
がれて行くような感じがして気が引け
たものだが、300回を越えたあたりか
らだんだん調子に乗って、ワザと強く

▲怒濤の1,000回ドロウを実践中のボク。本場アメリカでタクトレ
経験のある有名ガンライター直伝のダブルハンドシューティングだ。

▲

1,000回ドロウ
前の状態。限りな
くホンモノっぽい。

▲タニオコバGM7ベースの
キンバーはBLKも絶好調。
デトネータヘッドのOリング
が3つしかなかったため発火
テストは150発で終えたが、
ジャムはほとんどなかった。

GP1408_116-119_cerakote.indd   118 14/06/12   13:51



Cerakote Firearms Coatings

119

仮ノンブル ---- 119

08-2014

こすり付けながら抜いてみたりした。
しかし、いくら強くやったところで
剥がれる気配は全くなかったのだ。
そして松尾副編のグロックだが、
ご覧の通りこれもセラコートは剥がれ
ておらず、スライドのエッジ部分がこ
すれて光っているだけだ。
松尾副編によれば700回のドロウで
ギブアップしてしまったそうだが、編
集で忙しい人なので、そこは大きなコ
コロで許してあげようとボクは思って
いる（笑）。冗談はともかく、これ以上
ドロウを繰り返していたとしてもおそ
らく結果は同じだったろう。

セラコートのこすれた部分をよく見
てみると、うまく表現するのは難しい
がコーティングがひたすら薄く圧縮さ
れているような感じで、削れたり剥が
れたりするという気配は全くなかっ
た。これは実銃用としては重要な事
で、例えこすれても剥がれなければ
母材をサビから守る事が出来る。もち
ろんトイガンでも、一般的な塗装のよ
うに扱いに気を遣わなくて済むのが
スゴい。
なにより、実銃と全く同じコーティ

ングだと思うと、自分の銃に対する愛
着もまたひとしおだろう。ボクなんか、

今度は自分が所持する実銃にセラコー
トをしてみようかと考えているほどだ。
発想の順番がなんだか逆になってし

まったが、コレなら実銃にどんどん採
用されているというのもうなずける。
また、前述のような、日本の銃砲

店のワイルドなお客さんたちでもじゅ
うぶん納得するハズだ。
メーカーの鈴友は直接の受注をやっ

ていないそうだが、提携店はすでに
25店舗ほどに増えているとの事だ。自
分のトイガンをグレードアップしたいと
いう方は、6月号の173ページをご参照
の上、提携店に申し込んで頂きたい。

▲1,000回ドロウ後のスライド。上面のタテ方
向に付いているのはホルスターとこすれた跡だ。
ツヤ消しがなくなっているが剥がれてはいない。

▲トリガーガード側面にもかなり跡が付いた
が全く剥がれる気配がない。コーティングが
薄く圧縮されている感じが分かるだろうか。

▲スライド先端のセレーション。使い込んだ
結果、立体感が出てなんともイイ雰囲気に
なった。

▲松尾副編のグロック。スライドのエッジ部
分がこすれて光っているが、やはりどこも剥が
れてはいなかった。

▲1000回ドロウのおつとめを無事に終え、ホッと一息のキンバー。 ▲同じくグロック17。セラコートの加工料金はフレーム、スライドともに各
税込み5,400円。オート1挺分で10,800円となる。詳しくは取扱店まで。

▲ ▲キンバーのデト
ネーター。火薬の高
温高圧に直接さらさ
れる先端部のみセラ
コートが薄くなってい
るようだ。
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